
夜
の
冷
え
込
み
に
注
意

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
水

道
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー
が
凍
っ

た
り
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
明
け
方
の
冷
え
込

み
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

次
の
よ
う
な
所
に
は
、
防
寒
対

策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
屋
外
で
水
道
管
や
蛇
口
が
む

き
出
し
に
な
っ
て
い
る
所

・
建
物
の
北
側

・
風
当
た
り
の
強
い
所

早
め
に
防
寒
対
策
を

　
凍
結
を
防
ぐ
に
は
、
保
温
が

一
番
で
す
。

・
保
温
材
や
毛
布
、
布
な
ど
を

巻
い
て
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
や
ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど

を
巻
き
つ
け
る
。

・
不
凍
バ
ル
ブ
が
あ
る
所
は
、

バ
ル
ブ
を
閉
め
、
蛇
口
を
全
部

開
け
て
水
を
抜
く
（
完
全
に
開

閉
し
な
い
と
漏
水
の
原
因
に
な

る
の
で
注
意
く
だ
さ
い
）。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、

ス
チ
ロ
ー
ル
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
保
温
す
る
（
冬
季
以
外

は
ス
チ
ロ
ー
ル
を
取
り
出
し
て

く
だ
さ
い
）。

も
し
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

は
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
を

当
て
て
、
ぬ
る
ま
湯
を
掛
け
ま

す
。
い
き
な
り
熱
湯
を
掛
け
る

と
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ヘ
ア
ド

ラ
イ
ヤ
ー
の
温
風
を
利
用
し
て

も
い
い
で
す
。
凍
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に

水
を
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

定
期
的
に
メ
ー
タ
ー
点
検

　
宅
内
で
漏
水
が
あ
る
と
、
非

常
に
高
額
な
水
道
料
金
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

定
期
的
に
漏
水
し
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
長
期
間
不
在
に
す
る
場
合
に

は
、
水
道
の
元
栓
を
閉
め
て
く

だ
さ
い
。

□
漏
水
の
確
認
方
法

　
家
庭
内
の
蛇
口
を
全
て
閉
め

た
状
態
で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の

中
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
部
分
（
写
真

参
照
）
が
回
転
し
て
い
な
い
か

を
確
認
し
ま
す
。
回
転
し
て
い

れ
ば
、
ど
こ
か
で
漏
水
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
市
の

水
道
指
定
店
に
連
絡
し
て
速
や

か
に
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
上
下
水
道
課（
内
線
２
２

３
）、
南
水
道
管
理
室
志
５
４

―
２
１
１
１

水
道
管
の
冬
支
度
　

　
　

～
凍
結
す
る
前
に
防
寒
対
策
を
～

　
東
濃
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
専
用

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
写

真
を
撮
り
な
が
ら
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
を
巡
る
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
東
濃
５
市
（
多
治
見
市
・
土
岐

市
・
瑞
浪
市
・
恵
那
市
・
中
津
川

市
）
内
の
５０
カ
所
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
巡
っ
て
、
特
産
品
な
ど
豪
華

賞
品
に
応
募
し
ま
し
ょ
う
。

　
参
加
方
法
な
ど
の
詳
し
い
情

報
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

ton
o-k

an
k

o.jp
/top

ics/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
１
月
３１
日
㈫
ま
で

　
　
土
岐
市
役
所
産
業
振
興
課
志

０
５
７
２
―
５
４
―
１
１
１
１
（

内
線
２
３
４
）

　
広
報
え
な
１１
月
１５
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
「
ひ
よ
こ
パ
パ
マ

マ
学
級
」
の
開
催
日
と
開
催
時
間

を
変
更
し
ま
す
。
開
催
場
所
は
市

保
健
セ
ン
タ
ー
で
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

□
と
き
　
１２
月
１８
日
㈰
午
後
１
時

半※
変
更
前
１２
月
１１
日
㈰
午
前
１０
時

　
　
子
育
て
支
援
チ
ー
ム
（
内
線

１
９
３
）

上
調
書
（
半
身
脱
帽
の
写
真
貼
り

付
け
）
―
を
面
接
日
の
３
日
前
ま

で
に
郵
送
か
持
参
す
る
（
必
着
）

※
詳
細
は
岐
阜
県
学
生
会
館
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttp://nohikai.co

m
/

を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
　
　
　
〒
１
９
２
―
０
９
０
４

東
京
都
八
王
子
市
子
安
町
２
―
５

―
８
公
益
財
団
法
人
濃
飛
会
岐
阜

県
学
生
会
館
志
０
４
２
―
６
４
６

―
６
５
６
１

　
ふ
る
さ
と
の
先
人
下
田
歌
子
を

顕
彰
す
る
下
田
歌
子
賞
の
表
彰
式

と
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
　「
家
族
」
を
テ
ー
マ
に
募

集
し
た
エ
ッ
セ
ー
と
短
歌
の
優
秀

作
品
を
発
表
し
表
彰
し
ま
す
。

□
と
き
　
１２
月
１７
日
㈯
午
後
１
時

～
４
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
内
容
　
❶
エ
ッ
セ
ー
小
学
生
の

部
・
中
高
生
の
部
の
優
秀
作
品
朗

読
と
会
場
審
査
❷
短
歌
の
部
入
選

作
品
の
発
表
❸
エ
ッ
セ
ー
一
般
の

部
の
最
優
秀
作
品
発
表
❹
嚶お

う
め
い鳴

協

議
会
賞
発
表
と
表
彰
❺
審
査
委
員

に
よ
る
講
評
❻
お
楽
し
み
抽
選
会

□
料
金
　
無
料

□
会
場
審
査
　
小
学
生
の
部
と
中

高
生
の
部
の
エ
ッ
セ
ー
朗
読
で

は
、
最
も
感
動
し
た
作
品
を
会
場

の
投
票
に
よ
り
選
び
、「
嚶
鳴
協

議
会
賞
」
と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

　
　「
下
田
歌
子
賞
」
実
行
委
員

会（
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
内
）志
２
５
―
５
７
１
１

　
創
作
音
楽
劇
「
ふ
る
さ
と
の
昔

話
」
を
公
演
実
行
委
員
会
が
中
心

と
な
り
、
県
内
で
語
り
継
が
れ
る

話
を
歌
い
な
が
ら
演
じ
ま
す
。

□
と
き
　
１２
月
１８
日
㈰
午
後
１
時

半
（
開
場
は
午
後
１
時
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
▽
一
般
＝
２
０
０
０
円

▽
高
校
生
以
下
＝
１
０
０
０
円

※
全
席
自
由
で
当
日
同
額

□
演
目
　
あ
ま
の
じ
ゃ
く
、
い
わ

な
の
涙

□
チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
恵
那
文
化
セ

ン
タ
ー
、
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
協

会　
　
恵
那
音
楽
劇
の
会
（
加
藤
）

志
０
８
０
―
３
７
０
６
―
６
７
７

２

　
県
恵
那
農
林
事
務
所
で
は
、
ク

リ
栽
培
の
基
本
技
術
講
習
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
講
習
は
、
新
た
に
ク
リ
栽

培
を
始
め
る
方
を
対
象
に
行
い
、

ク
リ
栽
培
の
基
本
知
識
と
、
近
年

多
発
す
る
凍
害
の
被
害
軽
減
な
ど

の
技
術
を
学
ぶ
も
の
で
す
。
ぜ
ひ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
と
こ
ろ
・
日
に
ち
　
▽
中
津
川

会
場
（
中
津
川
市
苗
木
、
棚
垣
ク

リ
園
）
＝
１
月
８
日
㈰
、
１１
日
㈬

▽
恵
那
会
場
（
恵
那
市
長
島
町
久

須
見
、
水
野
ク
リ
園
）
＝
１
月
１５

日
㈰
、
１８
日
㈬

□
時
間
　
午
前
９
時
半
～
午
後
４

時
半

□
定
員
　
各
日
２０
人
程
度

※
１
人
１
会
場
の
み
受
講
可

□
料
金
　
無
料

□
持
ち
物
　
剪せ

ん
て
い定
ば
さ
み
、
剪
定

の
こ
ぎ
り
、軍
手
、脚
立（
三
脚
式
）

※
持
参
で
き
る
範
囲
で
可

□
申
し
込
み
方
法
　
事
前
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
受
講

者
に
は
、
後
日
案
内
文
書
を
送
付

し
ま
す
。 

□
締
め
切
り
　
１２
月
２０
日
㈫

□
そ
の
他
　
昼
食
、
飲
み
物
は
各

自
で
用
意

　
　
　
　
県
恵
那
農
林
事
務
所
農

業
普
及
課
志
２
６
―
１
１
１
１

（
内
線
３
８
８
）

　
市
で
は
、
交
通
指
導
員
を
募
集

し
ま
す
。

□
対
象
　
高
校
卒
業
以
上
で
普
通

自
動
車
免
許
が
あ
る
方

□
定
員
　
１
人

□
業
務
内
容
　
交
通
安
全
教
室
の

開
催
、
街
頭
指
導
な
ど
の
交
通
安

全
に
関
す
る
活
動
全
般
や
事
務

□
勤
務
条
件
　
▽
賃
金
＝
日
給

４
９
２
０
円
（
社
会
保
険
、
雇
用

保
険
加
入
、
通
勤
費
支
給
あ
り
）

▽
勤
務
時
間
＝
月
１６
日
程
度
で
午

前
９
時
～
午
後
４
時
（
土
・
日
曜

日
休
み
）

□
申
し
込
み
方
法
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
と
６
カ
月
以
内
に
撮

影
し
た
無
帽
の
写
真
付
き
の
履
歴

書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
す
る

□
採
用
予
定
日
　
２
月
１
日

□
締
め
切
り
　
１２
月
２０
日
㈫

　
　
　
　
危
機
管
理
チ
ー
ム
（
本

庁
舎
３
階
・
内
線
３
５
４
）

募
集　道路の凍結や積雪の対策として、市道散

布用の凍結防止剤を１２月１２日㈪から配布
しますので、必要な方は市役所または各振
興事務所へお越しください。
　市では、幹線道路を中心に除排雪業務を
委託しています。市道全線の委託は難しい
ため、生活道路の除雪などは皆さんの協力
をお願いします。雪による交通事故が多発
する時季です。道路に雪があるときや、路
面の凍結が予測される
ときには十分注意し、
冬 用 タ イ ヤ や タ イ ヤ
チェーンなどを装着し
て、慎重な運転を心掛
けてください。
　　建設課（内線２５９）

凍結防止剤を配布します

問

　
公
益
財
団
法
人
濃
飛
会
岐
阜
県

学
生
会
館
で
は
、
次
の
通
り
入
寮

者
を
募
集
し
ま
す
。
　

□
対
象
　
県
内
出
身
者
で
心
身
共

に
健
康
で
団
体
生
活
に
適
応
性
が

あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
。
❶
東
京
近
郊
の
４
年
制
か

６
年
制
の
大
学
に
入
学
を
予
定
し

て
い
る
方
か
、
２
年
生
以
上
の
在

校
生
の
方
❷
東
京
近
郊
の
大
学
院

に
入
学
が
決
定
し
た
方
か
、
大
学

院
在
校
生
の
方
（
決
定
前
で
も
応

募
は
で
き
ま
す
）

□
定
員
　
男
子
１５
人
程
度
、
女
子

１０
人
程
度

□
入
寮
時
の
料
金
　
▽
入
寮
金
＝

１５
万
円
　
▽
敷
金
＝
７
万
円
（
退

寮
時
に
返
還
）　
▽
寮
費
＝
５
万

８
３
０
０
円
／
月
　

□
寮
の
所
在
地
　
東
京
都
八
王
子

市
子
安
町
２
―
５
―
８

□
選
考
　
書
類
選
考
と
面
接

□
面
接
　
▽
じ
ゅ
う
ろ
く
プ
ラ
ザ

研
修
室
６
（
岐
阜
市
）
＝
１２
月
１８

日
㈰
午
前
１０
時
半
～
午
後
３
時
　

▽
学
生
会
館
（
八
王
子
市
）
＝
３

月
１１
日
㈯
午
前
１０
時
半
～
午
後
４

時□
申
し
込
み
方
法
　
面
接
希
望
日

を
記
入
の
上
、
❶
入
寮
願
書
❷
身

案
内

交
通
指
導
員

ク
リ
栽
培
講
習
の
受
講
者

ひ
よ
こ
パ
パ
マ
マ
学
級

開
催
日
の
変
更

東
濃
ぐ
る
り
ん
周
遊
フ
ォ

ト
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

第
５
回
創
作
音
楽
劇
「
ふ

る
さ
と
の
昔
話
」
を
開
催

第
１４
回
下
田
歌
子
賞

表
彰
式
と
記
念
イ
ベ
ン
ト

県
学
生
会
館
の
入
寮
者

水道元栓

問

水道メーター
のパイロット

申問　：問い合わせ　　：申し込み

問 問

問

申
・

問

申
・

問

申
・

問 問
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

と
住
民
税
の
申
告
で
、
支
払
っ
た

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
１１
月
上
旬
に
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申

告
に
は
、
必
ず
控
除
証
明
書
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
年
金
保

険
料
を
１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日

ま
で
の
間
に
、
今
年
初
め
て
納
付

す
る
方
に
は
、
来
年
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

□
控
除
の
対
象
　
１
月
１
日
～
１２

月
３１
日
に
納
付
し
た
保
険
料

□
保
険
料
に
関
す
る
照
会
期
間
　

平
成
２９
年
３
月
１５
日
㈬
ま
で
の
年

末
年
始
を
除
く
平
日
と
第
２
土
曜

日□
受
付
時
間
　
▽
平
日
＝
午
前
８

時
半
～
午
後
７
時
　
▽
第
２
土
曜

日
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
日
本
年
金
機
構
志
０
５
７
０

―
０
０
３
―
０
０
４
（
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
）、
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電

話
で
か
け
る
場
合
は
志
０
３
―

６
６
３
０
―
２
５
２
５

　
固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋

以
外
の
事
業
用
資
産（
償
却
資
産
）

も
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
毎

年
１
月
１
日
現
在
で
所
有
す
る
償

却
資
産
を
、
所
在
す
る
市
町
村
へ

申
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
（
地
方
税
法
３
８
３

条
）。
対
象
の
方
は
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

□
申
告
の
対
象
　
❶
市
内
に
事
業

用
償
却
資
産
を
所
有
す
る
方
❷
廃

業
や
転
出
な
ど
の
理
由
で
市
内
に

償
却
資
産
を
所
有
し
な
く
な
っ
た

方
（
過
去
に
「
該
当
資
産
な
し
」

で
提
出
さ
れ
て
い
て
も
、
新
た
に

資
産
を
取
得
さ
れ
た
方
は
申
告
が

必
要
で
す
）

□
対
象
の
資
産
　
会
社
や
個
人
で

工
場
、
商
店
、
貸
し
駐
車
場
、
ア

パ
ー
ト
や
太
陽
光
発
電
な
ど
の
事

業
を
営
む
た
め
に
所
有
し
て
い
る

資
産
で
、
所
得
税
法
か
法
人
税
法

に
規
定
さ
れ
て
い
る
所
得
の
計
算

で
減
価
償
却
の
対
象
と
な
る
資
産

※
償
却
資
産
は
、
税
務
署
へ
の
申

告
と
は
別
に
市
役
所
に
も
申
告
が

必
要
で
す

　
市
立
恵
那
病
院
で
は
、
糖
尿
病

を
学
ん
で
健
康
管
理
を
し
て
も
ら

う
た
め
、
全
１０
回
に
わ
た
っ
て
糖

尿
病
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
８
回
目
の
今
回
は
「
糖
尿
病
食

を
食
べ
て
み
よ
う
」
で
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
こ
の
機

会
に
糖
尿
病
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

□
と
き
　
１
月
１１
日
㈬
午
後
０
時

半
～
１
時
半

□
と
こ
ろ
　
市
立
恵
那
病
院

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
５
０
０
円

□
講
師
　
石
田
麻
理
奈
氏
（
市
立

恵
那
病
院
管
理
栄
養
）

□
締
め
切
り
　
１２
月
２７
日
㈫

　
　
　
　
市
立
恵
那
病
院
医
事
課

志
２
６
―
２
１
２
１
（
平
日
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時
）　
　

　
近
年
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
被
害
や
生
活
環
境
被
害
な
ど
が

増
加
し
て
お
り
、
市
猟
友
会
は
人

間
と
野
生
生
物
が
共
存
す
る
た
め

に
、
狩
猟
に
よ
っ
て
増
え
過
ぎ
た

動
物
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
猟

期
以
外
で
は
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動

に
従
事
し
、
被
害
減
少
・
被
害
防

止
に
務
め
て
い
ま
す
が
、
猟
友
会

員
数
は
年
々
減
少
傾
向
で
あ
る
の

に
対
し
、
農
作
物
被
害
は
増
大
し

て
お
り
、
鳥
獣
の
捕
獲
に
大
変
苦

慮
し
て
い
ま
す
。

　
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
少
し
で
も

減
ら
し
不
要
な
捕
獲
活
動
を
し
な

い
た
め
に
、
電
気
柵
の
設
置
や
生

ご
み
、
未
収
穫
作
物
を
放
置
し
な

い
こ
と
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
農
林
課
（
内
線
３
６
８
）

　
恵
那
農
業
高
校
園
芸
科
学
科
で

は
授
業
の
中
で
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
、

シ
ク
ラ
メ
ン
、
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
な

ど
の
鉢
花
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

恵
那
農
高
の
花
の
販
売
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
温
室
に
来
て
く
だ

さ
い
。

□
と
き
　
１２
月
１８
日
㈰
午
前
９
～

正
午

□
と
こ
ろ
　
恵
那
農
業
高
等
学
校

□
内
容
　
❶
授
業
の
成
果
発
表
❷

実
習
生
産
物
の
販
売
（
シ
ン
ビ
ジ

ウ
ム
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ポ
イ
ン
セ

チ
ア
な
ど
）

　
　
恵
那
農
業
高
等
学
校
志
２
６

―
１
２
５
１

※
発
電
出
力
１０
㌔
㍗
以
上
の
太
陽

光
発
電
設
備
は
、
個
人
所
有
で
も

売
電
事
業
用
の
資
産
と
な
り
申
告

が
必
要
で
す

□
申
告
期
限
　
１
月
３１
日
㈫

□
提
出
先
　
税
務
課
（
本
庁
舎
１

階
）

　
　
税
務
課
（
内
線
１
３
８
）

　
生
活
の
困
窮
や
事
業
不
振
の
た

め
に
、
ど
う
し
て
も
市
税
を
納
期

限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
場
合

は
、
事
情
に
合
っ
た
納
付
方
法
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
１２
月
１８
日
㈰
午
前
９
時

～
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
税
務
課
（
本
庁
舎
１

階
）

□
持
ち
物
　
納
税
通
知
書
か
督
促

状
や
催
告
書
、
認
め
印
　 

□
そ
の
他
　
当
日
は
市
税
の
納
付

も
受
け
付
け
ま
す
。
日
程
の
都
合

が
つ
か
な
い
方
は
、
税
務
課
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。
納
期
限
ま
で
に

納
付
せ
ず
、
納
税
相
談
な
ど
も
な

い
場
合
に
は
、
地
方
税
法
や
国
税

徴
収
法
の
規
定
に
基
づ
き
「
財
産

の
差
し
押
さ
え
」
な
ど
の
滞
納
処

分
を
行
い
ま
す

　
　
税
務
課
（
内
線
１
３
０
）

　
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
適
正
に

管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
が
増

加
し
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
２６
年
１１
月
に
は
「
空
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
が
施
行
さ
れ
、
第
一
の
管

理
責
任
は
所
有
者
な
ど
に
あ
り
ま

す
が
、市
町
村
も
状
況
を
把
握
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
空
き
家
な

ど
の
対
策
を
取
る
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
か
ら
委
託
を

受
け
た
調
査
員
が
空
き
家
の
状
況

確
認
の
た
め
、
市
内
全
域
を
巡
回

し
ま
す
。
調
査
員
は
、
市
長
が
発

行
し
た
身
分
証
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

□
調
査
期
間
　
１２
月
～
平
成
２９
年

３
月
末

□
調
査
方
法
　
巡
回
に
よ
る
外
観

調
査
や
写
真
撮
影
な
ど

　
市
で
は
、
森
林
の
多
面
的
機

能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
、
間

伐
を
推
進
す
る
こ
と
が
最
も
重

要
と
考
え
、
間
伐
事
業
に
対
す

る
市
単
補
助
、
未
利
用
材
搬
出

補
助
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に

よ
り
間
伐
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
本
年
度
も
、
山
の
手
入
れ
が

で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
た

め
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
環

境
税
」
を
活
用
し
て
、
技
術
講

座
や
市
内
小
学
生
を
対
象
に
森

林
を
育
て
る
心
を
持
て
る
よ
う

に
教
育
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。
活
動
実
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

里
山
林
整
備
の
技
術
講
座

□
内
容
　「
山
し
ご
と
手
習
い

塾
」
３
回
の
連
続
講
座
（
人
工

林
間
伐
の
考
え
方
、
密
度
管

理
と
選
木
、 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

使
い
方
、
山
で
の
伐
木
実
習
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
手
入
れ
方

法
）

□
参
加
者
　
市
民
１０
人

市
内
小
学
生
を
対
象
に
し
た
森

林
環
境
教
育
講
座

□
内
容
　
自
然
観
察
、
間
伐
作

業
見
学
、
間
伐
体
験
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
製
作
な
ど

□
参
加
者
　
大
井
小
学
校
４
年

生
４４
人
、
武
並
小
学
校
４
年
生

３５
人
、
山
岡
小
学
校
５
年
生
３０

人　
　
農
林
課
（
内
線
３
７
０
）

森
林
環
境
税
で
里
山
林
整
備
な
ど
を
実
施

　
　
都
市
住
宅
課（
内
線
２
３
９
）

　
最
低
賃
金
は
、
最
低
賃
金
法
に

基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
額
を
定

め
て
い
ま
す
。
使
用
者（
事
業
主
）

は
、
そ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃

金
額
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
県
内
で
働
く
全

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
岐
阜

県
最
低
賃
金
は
、
１０
月
１
日
か
ら

７
７
６
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

特
定
の
産
業
で
働
く
労
働
者
に
適

用
と
な
る
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
も
１２
月
２１
日
か
ら
次
の
通
り

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

□
最
低
賃
金
の
額
　
▽
電
子
部

品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電

気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業
＝
８
２
９
円
　
▽
自
動

車
・
同
附
属
品
製
造
業
＝
８
７
２

円
　
▽
航
空
機
・
同
附
属
品
製
造

業
＝
９
１
７
円

　
詳
し
く
は
、
岐
阜
労
働
局
賃
金

室
か
恵
那
労
働
基
準
監
督
署
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
金
額
は
い
ず
れ
も
時
間
額

　
　
岐
阜
労
働
局
賃
金
室
志
０
５

８
―
２
４
５
―
８
１
０
４
、
恵
那

労
働
基
準
監
督
署
志
２
６
―
２
１

７
５

空
き
家
調
査
に
ご
協
力
を

最
低
賃
金
が
改
正

市
猟
友
会
か
ら
の
お
願
い

案
内

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象

平
成
２９
年
度
固
定
資
産
税

（
償
却
資
産
）
の
申
告

市
税
の
休
日
納
税
相
談

市
立
恵
那
病
院
で
糖
尿
病

教
室
を
開
催

恵
那
農
業
高
校
草
花
ま
つ

り
を
開
催

▲太陽光発電事業

▲根の上高原で森林環境教育講座

▲チェーンソーの使い方を学ぶ

▲恵那農業高校生とシクラメン

問

問

問

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

問

問 問

問

問

問

申
・

　熊本地震への義援金をありがとうございました。１１月１日
までに市役所や各振興事務所に寄せられた熊本地震義援金の総
額は１３３万４，７５９円でした。
　義援金は全額、日本赤十字社を通じて被災された方々や復興
作業に役立たせていただきます。被災地の一日も早い復興をお
祈りするとともに、支援いただきました多くの方に心から厚く
お礼申し上げます。　　　　　　  　　社会福祉課（内線１８５）

義援金ありがとうございました

問
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　「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
で
は
、

何
人
も
障
が
い
者
に
対
し
て
虐
待

を
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
障
が
い
者

が
あ
っ
た
場
合
は
相
談
く
だ
さ

い
。

□
虐
待
の
種
類
　
❶
身
体
的
虐
待

（
殴
っ
た
り
、部
屋
に
閉
じ
込
め
た

り
す
る
行
為
な
ど
）❷
性
的
虐
待

（
性
的
暴
力
な
ど
）❸
心
理
的
虐
待

（
侮
辱
や
差
別
に
よ
り
自
尊
心
を

傷
つ
け
る
行
為
な
ど
）❹
ネ
グ
レ

ク
ト（
食
事
を
与
え
な
か
っ
た
り
、

治
療
を
怠
っ
た
り
す
る
行
為
）❺

経
済
的
虐
待
（
給
料
を
支
払
わ
な

か
っ
た
り
、
本
人
の
お
金
を
勝
手

に
使
っ
た
り
す
る
行
為
な
ど
）

　
　
社
会
福
祉
課（
内
線
１
８
１
）

あなたの土地を「代替地」として登録しませんか

　リニア中央新幹線関連事業など
公共事業へ協力するために、用地
を提供していただく方の中には、
金銭補償ではなく、代わりの土地
（代替地）を希望する方もいます。
　それに応えるため、市では皆さ
んの土地を代替地として登録して
いただく「代替地登録制度」を実
施しています。登録された土地
は、公共事業で代替地を希望する
方に情報提供し、売買の条件など
が合意した場合には、希望者に土
地を提供していただくことになり
ます。
　　建設課（内線２５６）、リニア
まちづくりチーム（内線２４４）

・１区画の面積が１００平方㍍以上で公道に接して
いる土地

・抵当権など所有権以外の権利が設定されていな
い土地

・建物がある場合、土地と建物の登記名義人が同
じであること

・暴力団員と認められない者が登記名義人の土地

・建設課（本庁舎２階）に添え付けの「代替地登
録申請書」に記入し、案内図と登記事項証明書、
公図、現況写真を添付の上、建設課に提出して
ください
※「代替地登録申請書」は市ウェブサイトから
も取得することができます

・登録された土地の売買が成立すると、一定の要
件で土地の譲渡所得の金額から、最高１，５００万
円（事業用地価格が上限）の控除を受けること
ができます

・土地の登記名義人が申請してください
・条件を満たさない場合は登録できないこともあ

ります
・登録した土地の全てが代替地として売買される

ものではありません
・登録しても、土地の維持管理は所有者が行って

ください
・登録された後でも、その土地は自由に使用や処

分することができます

 ●注意事項

　
第
４
回
市
議
会
定
例
会（
９
月
）

で
、
農
業
委
員
会
の
委
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。
新
た
に
任
命
さ
れ
た

委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

（
任
命
順
、
敬
称
略
）

　
平
成
２５
年
度
か
ら
調
査
を
行
っ
て

い
る
国
史
跡
正
家
廃
寺
跡
の
本
年
度

の
成
果
を
現
地
で
説
明
し
ま
す
。

□
と
き
　
１２
月
１０
日
㈯
午
前
１０
時

□
と
こ
ろ
　
正
家
廃
寺
跡
発
掘
調

査
現
場
（
長
島
町
正
家
字
寺
平
）

□
主
な
成
果
　
回
廊
南
西
コ
ー

ナ
ー
と
中
門
の
推
定
地
発
見
な
ど

※
雨
天
の
場
合
は
説
明
会
を
中
止

し
ま
す
が
、
１０
時
半
ま
で
現
地
で

資
料
配
布
を
行
い
ま
す

　
　
生
涯
学
習
課（
内
線
３
４
４
）

　
２
月
５
日
で
任
期
満
了
と
な
る

財
産
区
議
会
議
員
の
選
挙
を
次
の

日
程
で
執
行
し
ま
す
。

【
改
選
さ
れ
る
財
産
区
と
定
数
】

▽
久
須
見
＝
６
人
　
▽
永
田
＝
６

人
　
▽
正
家
＝
６
人
　
▽
中
野
＝

６
人
　
▽
竹
折
＝
８
人
　
▽
飯
地

＝
６
人
　
▽
中
野
方
＝
１１
人
　
▽

笠
置
＝
９
人
　
▽
鶴
岡
＝
５
人

【
立
候
補
関
係
者
説
明
会
】　

□
と
き
　
１２
月
２０
日
㈫
午
後
２
時

□
と
こ
ろ
　
市
役
所
会
議
棟

【
立
候
補
の
受
け
付
け
】

□
と
き
　
１
月
１０
日
㈫
午
前
８
時

半
～
午
後
５
時
　

□
と
こ
ろ
　
市
役
所
会
議
棟

□
投
票
日
　
１
月
１５
日
㈰

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
（
内
線
５

５
０
）　

問

三
み

浦
うら

寿
とし

子
こ

（山岡町）

紹
介

須
す

原
はら

由
ゆ

里
り

加
か

（明智町）

水
みず

野
の

賢
けん

治
じ

（長島町）
林
はやし

広
ひろ

和
かず

（笠置町）

林
はやし

茂
しげ

一
かず

（中野方町）
小
こ

板
いた

宏
ひろ

正
まさ

（大井町）
柘
つ

植
げ

賢
けん

二
じ

（飯地町）
伊
い

藤
とう

英
ひで

貴
たか

（武並町）
石
いし

川
かわ

進
しん

一
いち

（岩村町）
安
あん

藤
どう

公
きみ

一
かず

（岩村町）

三
み

宅
やけ

孝
たか

欣
よし

（東野）
曽
そ

我
が

佳
か

奈
な

子
こ

（武並町）
石
いし

田
だ

寛
ひろ

高
たか

（三郷町）
市
いち

川
かわ

守
まもる

（明智町）
大
おお

島
しま

政
まさ

幸
ゆき

（串原）
梅
うめ

本
もと

信
のぶ

枝
え

（上矢作町）

西
にし

尾
お

ひろみ
（岩村町）

夏
なつ

目
め

廣
ひろ

美
み

（上矢作町）
勝
かつ

滋
しげ

幸
ゆき

（山岡町）

□
任
期
　
平
成
２８
年
１１
月
１４
日
～

３１
年
１１
月
１３
日
（
３
年
間
）

　
　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線

３
７
８
）

案
内

障
が
い
者
を
虐
待
か
ら
守

ろ
う案

内

財
産
区
議
会
議
員
選
挙

農
業
委
員
１９
人
が
決
ま
る

正
家
廃
寺
跡
発
掘
調
査
の

成
果
を
現
地
で
説
明

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　

問

 ●登録できる土地  ●税金の特例

問

 ●申し込み方法

問

問
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中
村
玉
緒
昭
和
村
村
長
、
竹

下
景
子
大
正
村
村
長
、
阿
川
佐

和
子
明
治
村
村
長
の
３
人
が
、

大
正
村
へ
集
結
し
、「
か
し
ま

し
３
人
娘
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
ツ

ア
ー
昭
和
・
大
正
・
明
治
を
訪

ね
て
（
仮
題
）」
の
テ
レ
ビ
撮

影
を
行
い
ま
す
。
め
っ
た
に
な

い
こ
の
機
会
に
３
人
の
村
長
に

会
い
に
来
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
１
月
６
日
㈮
午
後
１

時
頃

□
と
こ
ろ
　
大
正
村
広
場
（
明

智
町
）

□
そ
の
他
　
撮
影
の
都
合
に
よ

り
時
間
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
　
日
本
大
正
村
志
５
４
―

３
９
４
４

□
と
き
　
１
月
１
日
㈰
午
前
９

時
半（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
）

※
中
止
の
場
合
は
当
日
決
定

□
コ
ー
ス
　
長
島
小
学
校
～
永

田
大
洞
～
長
島
小
学
校
　

□
部
門
　
▽
小
・
中
・
高
・
大

学
生
、
一
般
、
家
庭
婦
人
、
４０

歳
未
満
、
４０
歳
以
上
、
親
子
の

部
＝
１
・
３
㌔
▽
中
・
高
・
大

学
生
、
一
般
の
部
＝
３
・
５
㌔

□
料
金
　
無
料

□
そ
の
他
　
参
加
者
に
は
参
加

賞
を
進
呈
し
ま
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要

　
　
長
島
町
体
育
協
会（
成
瀬
）

志
２
６
―
０
６
２
６

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
１
月
１２
日
㈭
、
１７
日

㈫
、
２４
日
㈫
、
３１
日
㈫
午
前
９

時
半
～
１１
時
半
（
全
４
回
）　

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員
　
１０
人
（
先
着
順
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ
ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
、
１０
の
パ
ソ
コ
ン
を

使
用
し
て
、
文
字
入
力
や
マ
ウ

ス
の
使
い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
を
学
び
ま
す
。

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
１
４
０
０
円
程

度
が
必
要
）

□
申
し
込
み
期
間
　
１２
月
１１
日

㈰
午
前
１０
時
～
開
講
日
前
日

※
初
受
講
者
は
１２
月
２７
日
㈫
ま

で
に
申
し
込
め
ば
優
先
し
ま

す
。
再
受
講
の
可
否
は
１２
月
２８

日
㈬
以
降
に
連
絡
し
ま
す

□
そ
の
他
　
テ
キ
ス
ト
は
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て
準
備
し
ま

す
。
申
し
込
み
時
に
バ
ー
ジ
ョ

ン
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　
餅
つ
き
を
し
て
、
つ
き
た
て

の
餅
を
食
べ
た
り
、
木
の
枝
に

小
さ
く
切
っ
た
餅
を
巻
い
て
正

月
の
飾
り
物
の
餅
花
を
作
っ
た

り
し
て
正
月
の
準
備
を
し
ま
せ

ん
か
。
ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

□
と
き
　
１２
月
２７
日
㈫
午
前
１０

時
～
正
午

□
と
こ
ろ
　
キ
ッ
チ
ン
風
（
武

並
町
）

□
対
象
　
小
学
生
以
上
（
保
護

者
同
伴
な
ら
小
学
生
以
下
も

可
）

□
定
員
　
２５
人
（
先
着
順
） 

□
料
金
　
▽
個
人
参
加
会
員
＝

８
０
０
円
　
▽
個
人
参
加
非
会

員
＝
１
０
０
０
円
　
▽
親
子
参

加
会
員
＝
大
人
８
０
０
円
、
子

ど
も
３
０
０
円
　
▽
親
子
参
加

非
会
員
＝
大
人
１
０
０
０
円
、

子
ど
も
５
０
０
円

□
持
ち
物
　
飲
み
物
、タ
オ
ル
、

は
さ
み

□
講
師
　
伊
藤
建
二
郎
氏

□
締
め
切
り
　
１２
月
１８
日
㈰

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
な
花

の
木
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
成
瀬
）

志
２
６
―
０
６
２
６

　
中
野
方
町
で
は
農
と
食
に
力

を
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
映
画
を
通
じ
て
、

命
の
も
と
で
あ
る「
食
」と「
農

業
」
へ
の
関
心
を
高
め
、
子
育

て
を
行
っ
て
い
る
若
い
世
代
に

対
し
「
食
」
の
重
要
性
を
伝
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
生
産

者
」
と
「
消
費
者
」
を
つ
な
ぐ

た
め
の
上
映
会
を
開
催
し
ま

す
。（
上
映
時
間
８５
分
）

□
と
き
　
１２
月
１８
日
㈰
❶
午
前

１０
時
❷
午
後
１
時
半

※
各
回
と
も
２０
分
前
開
場

□
と
こ
ろ
　
中
野
方
コ
ミ
セ
ン

□
料
金
　
無
料

　
　
農
と
食
を
つ
な
ぐ
会
（
中

野
方
地
域
協
議
会
内
）
志
３
２

―
１
４
０
０

「
い
た
だ
き
ま
す
」
映
画

の
上
映
会
を
開
催

第
３７
回
長
島
町
元
旦
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催

パ
ソ
コ
ン
の
１
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

▲昭和村村長

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

問

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催
するイベントや各種募集などを市内に
周知するためのコーナーです。（営利
目的・宗教・政治に関する掲載はでき
ません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　市長
公室広報広聴係（内線３２３）

問

申
・

問

申
・

問

問

餅
つ
き
＆
餅
花
作
り
教

室
を
開
催

明
治
村
・
大
正
村
・
昭

和
村
の
村
長
大
集
合

▲大正村村長▲明治村村長
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